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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9020 3,9092 0,18% 4,55% 3,1210 4,2146

対円 JPY 28,91 28,79 -0,42% -4,57% 35,13 26,39

対ユーロ BRL 4,4289 4,4378 0,20% 3,98% 3,8531 4,9213

対ドル JPY 112,83 112,52 -0,27% -0,27% 104,56 114,55

対ユーロ JPY 128,03 127,84 -0,15% -0,76% 124,62 137,50

Index 86.400 86.610 0,24% -2,15% 91.242 69.069

bps 198,40 200,74 1,18% -2,05% 311,85 142,50

% 9,65 9,72 0,73% -3,91% 12,60 9,43

% 6,40 6,40 0,03% -0,36% 7,88 6,21

% 2,8036 2,8036 0,00% 6,02% 2,8036 1,6959

Index 177,92 174,42 -1,97% -6,88% 206,95 174,40

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、ブラジル国内で目立った材料のない中、上下に方向感のない値動きが続き、
３．８９－３．９２のレンジ内での推移に終始した。米国サイドでは本日、ＦＯＭＣが２日目の会合を行い、今年
４回目となる利上げを実施する見通し。なお、トランプ大統領は昨日、「ＦＯＭＣ出席者はまた誤りを犯す前に、
本日のウォールストリート・ジャーナル社説を読んだ方がいいだろう（同紙は、「米金融当局は休止すべき時」と
の社説を掲載しており、インフレの欠如と米経済成長に減速の恐れがある中では、利上げを見送るべきである、
と論じている）」、「市場の流動性をこれ以上引き締めるべきではない」、「相場を感じ、意味のない数字にとらわ
れるな。幸運を祈る」などとツイッターするなど、引き続き利上げを牽制する姿勢を示している。マーケットの
予想通り０．２５％の利上げに踏み切った場合、ＦＦ金利誘導目標レンジは２．２５－２．５０％と１０年ぶりの高水
準に達するが、同時に公表される声明文では、「金利のさらなる漸進的な引き上げを見込む」との文言に修正
が加えられる可能性が指摘されている他、最新の経済予測においても、来年の利上げ回数見通しを従来の３
回から２回へ引き下げることも想定されている（その場合、レアルを含む新興国通貨にとっては追い風となろう）。
前回会合の１１月から今週までの米株下落率（Ｓ＆Ｐ５００）が、リーマン破綻の翌日開催であった２００８年９月
１６日から同１０月８日までの下落以来の大きさを記録するなど、ＦＯＭＣが米国ファンダメンタルズが悪化する
中で利上げ姿勢を貫くかどうかに注目が集まる。


